
第第 1100 回回全全国国源源流流シシンンポポジジウウムム  

 

  

 

 

 

 

 
     日 時 平成 21 年 9月 12 日（土）～13日（日）  

     場 所 奈良県・熊野川最源流「天川村」 

     会 場 シンポジウム会場「天川小学校」 

         交流会「天川村山村開発センター」 
  ２１世紀は環境の世紀です。日本民族は有史以来美しい国土と自然をこよなく愛し続けて

きました。そんな国土の原風景が最も素朴な形で息づいているのが源流です。豊かな森林に

覆われている源流地域は、私達に命の恵みを与えるとともに生活や文化と密接にかかわり人

間の生き方や自然観にも大きな影響を与えています。 水は命の源であり、「天地」（あめつ

ち）の交わる山岳は古くから信仰の対象とされてきました。 

天川村の峯々では、山岳信仰の聖地とされ今もなお厳しい修行が行われています。また、

その山岳からは清冽な水が湧き出ています。水と水を育むすべての環境と、そこで培われ歴

史と文化を再認識する事により、源流地域がもつ資源とその価値を広く社会に発信し、「自然

に抱かれ、そして恵みに感謝しながら生きる。」と言う事を考えたいと思います。そのために、

住民、企業、団体、行政が共に連携してこのシンポジウムに取り組み、源流地域が未来に存

続し、輝き続ける事の出来る社会の構築を目指します。 

 
主催 ： 第１０回全国源流シンポジウム実行委員会 

      事務局 天川村役場 地域政策課内 〒638-0392 奈良県吉野郡天川村沢谷 60番地 

E-mail chiikiseisaku@vill.tenkawa.lg.jp TEL0747－63－0321 FAX0747－63－0329 

共催  ： 天川村/全国源流の郷協議会/NPO 法人全国源流ネットワーク 

協力  ： 天川村議会/天川村区長連合会/天川村消防団/天川村ボランティア協議会/天川村女性の 

会/天川村ボランティアグループこまどり/天川村社会福祉協議会/天川村商工会/天川村森林 

組合/天川村漁業協同組合/天川を学ぶ会/天川村交通安全協会/大峯山洞川温泉観光協会 

洞川財産区/洞川温泉旅館組合/大峯山龍泉寺/天河大辯財天社/大峯山陀羅尼助製薬有限 

会社/関西電力株式会社/天川小学校/NPO 森林再生支援センター 

協賛 ： 熊野川流域対策連合会/平城遷都 1300 年記念事業協会/(社)近畿建設協会/ 

後援 ：  国土交通省/林野庁/奈良県/奈良県ビジターズビューロー/環境省（予定）  

熊野川最源流 ノウナシ谷と犬取谷の合流の釜滝 
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このシンポジウムは（財）河川環境管理財団の河川整備基金の助成を受けています。 
 

平 城 遷 都 
１３００年祭 



実行委員長あいさつ（天川村長柿坂
かきさか

彌壽麿
や す ま ろ

） 

このたび天川村で「第１０回全国源流シンポジウム」を開催させていただく事となりました。全国

各地から、ご参集下さる皆様を心から歓迎申し上げます。 

 天川村は紀伊半島のほぼ中心で、その脊梁をなす大峯山脈の主脈である山上ヶ岳（さんじょうがた

け）、弥山（みせん）、八経ヶ岳（はっきょうがたけ）を擁する熊野川の最高所・最源流部であります

天の川が流れる山村です。 

 「天の川」という地名を残してくれた先人達に感謝が絶えないのでありますが、古の都人は漢の時

代の故事に倣って、都の南方に広がる山塊を「南山」とよんで聖地化しました。言いかえますと飛鳥・

藤原・平城の南部、吉野川を隔てて立ち上がる大峯の山々があればこそ、大和平野に都が開かれたと

いっても過言ではありません。その都人達が神聖視する山中に流れる清らかな川の流れは「天と地」

の境であり、天にも届く川であるという事で、「天の川」と呼ばれたか、夜空の「天の川（あまのか

わ）」を擬えて「天の川（てんのかわ）」とよばれたのか知れませんが、「天の川」は悠久の流を今も

湛えており、飛鳥・奈良時代より天の川郷とよばれた地域の名称は、市町村制発布以降、天川村とな

り１２０年の歴史を続けております。 

天川村の峯々では、山岳信仰の聖地とされ今もなお厳しい修行が行われています。また、その山岳

からは清冽な水が湧き出ています。 

このシンポジウムを通じて水と水を育むすべての環境と、そこで培われ歴史と文化を再認識する事

により、源流地域がもつ資源とその価値を広く社会に発信し、「自然に抱かれ、そして恵みに感謝し

ながら生きる。」と言う事を考えたいと思います。 

 より多くの皆様方のご参集をお待ち申し上げております。 

第１日目：１２日（土曜日） 

  ９：３０ 地球交響曲「ガイアシンフォニー第四番」上映 
 １２：００ シンポジウム受付 
 １３：００ オープニングセレモニー（映像の放送） 
 １３：１５ 開  会 挨拶 実行委員長 天川村長 柿坂彌壽麿  

全国源流の郷協議会 会長 小菅村長  来賓挨拶・・・・ 

 １３：３５ 基調講演 テーマ『全ての生命が潔く、健やかに生き続けるために』 
  龍 村 仁  氏 （映画監督） 

 １４：２５  特別報告 （長野県根羽村・岡山県新庄村・山梨県小菅村） 

 １４：５０  基調提言 テーマ『源流を生かした地域づくりへの提言』   
渋 沢 寿 一 氏 （全国樹木環境ネットワーク理事長） 

 １５：０５  休  憩 
 １５：１５ パネルディスカッション テーマ『源流発、地域の再生に向けて』 
   コーディネーター 高橋 裕 氏 （東京大学名誉教授（河川工学） 

          パネリスト 菅谷文則氏（橿原考古学研究所長）/高田研一氏（森林再生支援センター理事） 

中嶋章雅氏（国土交通省河川局河川環境課長）/柿坂匡孝氏（天河大辯財天社禰宜）               

            中村文明氏（全国源流ネットワーク代表） 

 １６：４０ 天川宣言   
 １６：４５ 次期開催地 挨拶 相模川源流 山梨県道志村長 
 １６：５０ 閉  会 
 １７：２０ 全国源流の集い（天川村山村開発センター） 
        開会・・・参加者アピールタイム・・・各地域の参加者による地域自慢等 
 １９：３０ 終了・・・それぞれの宿へ （洞川地区で燈花会が開催されています。） 

第２日目：１３日（日曜日） 

   ～    天川村エクスカーション実施 

        大峯山山伏一日修行/熊野川最源流ツアー/天川村名所早周りツアー/座学/   

１３：００  エクスカーション終了 



天川村エクスカーション 

 

〈体験・チャレンジメニュー〉 

① 大峯山 山伏一日修行【参加費５,０００円】 定員５０人 （最少実施１０人） 

  修験道の根本道場である大峯山では現在も厳しい山岳修行が 1300 年のときを越えて行なわれて 
います。そんな修行の一部を垣間見ることが出来るのが、山伏一日修行です。日ごろの罪を懺悔し   
てまさに再生するためにご参加下さい。  

   ２：００起床 ～２：３０宿出立～２：４５大峯大橋より山上ヶ岳に向けて登拝開始 
５：３０龍泉寺宿坊到着（弁当）～６：２０裏行場出発（希望者のみ）～ 
７：３０龍泉寺宿坊出発（下山）～９：００大峯大橋～ 宿まで移動後入浴 ～ 

１０：００終了証授与～１１：００昼食（精進揚げ料理）～ 解散 
 （女性は稲村ヶ岳・大日山の修行となります。（最少実施人数１０人）） 

※ 山伏一日修行をご希望の方は必ず「洞川温泉旅館組合 11 軒」でお申し込み下さい。 

 

② 熊野川最源流探訪ツアー【器材費レンタル料 ５,０００円】定員３０人（最少実施１０人） 
 熊野川の源流部である天の川の最源流が神童子谷だと考えられます。天川村でも最も深いこの谷
は自然の宝庫です。エメラルドに輝く美しい天川村の最深部をキャニオニングしながらリラックス
体験してください。 

 ８：３０ 宿出発～神童子谷入り口～へっついさん～赤鍋の滝 １３：００解散  

※ 参加者は必ず水着を持参してください。・・・川で泳がなければなりません。・・・・ 

 

〈名所めぐりメニュー〉 

 ③ 天川村名所旧跡早周りツアー【参加費 １,５００円】 
  天川村の名所旧跡を「天川を学ぶ会」のメンバーと共に一回り。 
  天川村の魅力はやはり「水」。水への感謝が信仰となって地域に息づいています。名水１００選
の「洞川湧水群」は周辺のカルスト地形の中から湧き出ています。みたらい渓谷は巨石・奇岩の積
み重なる天川村の一押しスポット。有名な天河大辯財天社は「水」を司る神が祭られ、そして芸能
の神としても有名。 １３００年の歴史を垣間見る天川散策をお楽しみ下さい。 

  ９：００ 龍泉寺集合～大峯大橋～母公堂～ごろごろ水～みたらい渓谷～天河大辯財天社～ 
（昼食） 解散 １３：００ 

 

〈座学メニュー〉 

④ 「天川の現状から見る自然再生への方向」【参加費１,５００円】 
 大峯山系、「八経ヶ岳・弥山」は紀伊半島の最高所に位置しており、本州南部地域では珍しい植
生が見られました。しかし、シカ食害や気候変動など様々な要因が複合的に関連して悪影響となり、
樹木の枯死、植生の衰退、山腹崩壊等によりすべての生物の多様性が著しく減退しています。 
 こういった現状をふまえて、今何が出来るのか、何をしなければならないのか参加者の皆さんと
考えて行きたいと思います。 

時 間 ： 開始９：３０～１２：００終了～弁当～１３：００解散 

 会 場 ： 洞川エコミュージアムセンター レクチャールーム 
 講 師 ： 奈良教育大学 松井 淳 教授  龍谷大学 横田岳人 准教授 
       森林再生支援センター 高田研一 理事 etc 
 
※各エクスカーションの参加は事前の予約申し込みが必要です。 
※シンポジウム参加については申し込み書の所定の欄に希望順にご記入下さい。 
※エクスカーションは定員によりご希望に添えない場合があります。 
※体験チャレンジメニューについては、天候により中止若しくは変更する場合があります。 
※体験チャレンジメニューは最少実施人数に達しない場合は中止する事があります。 
※各エクスカーションでは昼食代を含んでいます。 
※各エクスカーションの終了時間を１３：００と設定いたしております。 
※①大峯山山伏一日修行に参加ご希望の方は必ず「洞川温泉旅館組合加盟 11 軒」をご予約下
さい。 



申し込み方法 
 
●添付の申込書に必要事項を記入の上、事務局宛にＦＡＸ若しくは郵送、Ｅ-ｍａｉｌによりお申し込
み下さい。 

注１） 電話でのお申し込みは受付ませんのでご承知下さい。 
注２） Ｅ-mail でのお申し込みの場合は所定の様式以外ではお受けできませんのでご注意下さい。 
注３） エクスカーションについては参加人数や天候より中止となる場合がありますので、予めご了

承下さい。 
注４） エクスカーション及び源流の集い（交流会）については人数に制限がありますので、大変申

し訳ありませんが、定員になり次第閉め切らさせていただきます。 
● お申し込みの際、天川村までの利用交通機関をお教え下さい。受付確認票ご送付の際、天川村まで

の交通手段等のご案内させていただきます。 
● 会場までの交通手段は各自でお願いします。尚、天川村の最寄となる近鉄下市口駅からは奈良交通

バスをご利用下さい。会場から宿泊先までは送迎バスを運行いたしますのでご利用下さい。 
● 宿泊の欄でも記載していますが、宿所の手配は個人でお願いいたしております。方面別の村内の移

動の準備が必要となりますので、申し込みの際予約済みの宿所名をお教え下さい。 

 
参加費 （各コースとも昼食代を含みます。） 

 

それぞれの参加費はシンポジウム受付の際一括してお受けいたします。 

○シンポジウム当日（１２日）の昼食（弁当）・・・・・・・     １個  1,000 円（お茶付き） 

○シンポジウム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  無 料 

○全国源流の集い（交流会）・・・・・・・・・・・・・・・  【参加費 4,000 円】 

○エクスカーション 

①大峯山山伏一日修行・・・・・・・・・・・・・・・・・ 【参加費 5,000 円】 

②熊野川最源流探訪ツアー・・・・・・・・・・・・・・・ 【器材費 5,000 円】 

③天川村名所旧跡早周りツアー・・・・・・・・・・・・・ 【参加費 1,500 円】 

 ④座学メニュー「天川村の現状から見る自然再生の方向」・・  【参加費 1,500 円】 

 注１）①大峯山山伏一日修行をご希望の方は早朝の出発である事と、運営を洞川温泉旅館組合が行い

ます関係上、必ず「洞川温泉旅館組合加盟 11 軒」の宿所をお選び下さい。 

 
宿 泊 
 
○ご宿泊につきましては、大変ご面倒ですが天川村宿泊施設案内図を参考に、個人でご予約いただきま

すようお願いいたします。また、お支払いにつきましてもそれぞれ各自がお済ませ下さい。 

○宿泊料金につきましては、それぞれ設定が違いますので、別紙宿泊一覧表をご参考にして下さい。 

○シンポジウム当日の「源流の集い（交流会）」に参加して、宿泊することを前提として（1 泊朝食付
き）の宿泊料金の設定をしております。交流会に参加されず夕食をご希望の方は宿泊料が変わります
ので宿所にお問い合わせ下さい。 

○宿泊の申し込み人数によっては相部屋となる場合がありますので予めご了承下さい。 
○エクスカーション①大峯山山伏一日修行は早朝２時の起床となります。集合時間厳守でお願いいたし

ます。 
○宿泊施設のキャンセル等につきましては、各自が確実に連絡してください。キャンセル料等につきま

しても予約した宿所にお尋ね下さい。 
 
お申し込み・お問い合わせ先 
 
〒638-0392 奈良県吉野郡天川村沢谷６０番地 天川村役場地域政策課内 

      第 10 回全国源流シンポジウム実行委員会事務局 

      FAX０７４７-６３-０３２９    TEL０７４７-６３-０３２１ 

      E-mail :  chiikiseisaku＠vill.tenkawa.lg.jp   HP http://www.vill.tenkawa.nara.jp/  



洞川温泉地区 中央地区
◎温泉旅館 電 話 番 号 金　 額 ◆旅館（川合地区） 電 話 番 号 金　 額

弥 　仙 　館 ６３－００１８

紀の国屋甚八 ６４－０３０９ 前 平 旅 館 ６３－００１０

光緑園 西清 ６４－０３０６

西          儀 ６４－０３３９ ●民宿（川合周辺) 電 話 番 号 金　 額

角          甚 ６４－０３３６ 民宿もり ６３－０３５３

久   保   治 ６４－００１８ 山 風 荘 ６３－０５１８

花屋徳兵衛 ６４－０８７８ 畠　　中 ６３－００２６

あたらしや ６４－００４５ 民宿あおば ６３－０４７８

さら徳旅館 ６４－００３３ その他

丸 文 旅館 ６４－００１３ 天川ﾕｰｽﾎｽﾃﾙ ６３－０１５４ ４，６００円～

奥        村 ６４－０３１１ ●民宿(天河辯財天社周辺) 電 話 番 号 金　 額

桝        源 ６４－０３１６ 今　　西 ６３－０５１４

い   ろ   は ６４－００３８ 本家柿坂 ６３－０００３

大   豊   館 ６４－０６２３ 民宿名迫 ６３－０６０４

柳         屋 ６４－０６２１ び　　わ ６３－０５５６

一         丸 ６４－００３０ 井　　頭 ６３－００１７

◆民宿 電 話 番 号 金　 額 その他

喜　　　 楽 ６４－０５１０ ﾍﾟﾝｼｮﾝﾐﾙｷｰｳｪｲ ６３－０８００ ６，５００円～

あ き た や ６４－０５１７

石 楠 花 荘 ６４－０５５５

尾　の　 屋 ６４－００５７ ●西部地区〈民宿〉 電 話 番 号 金　 額

お か む ら ６４－００５６ 大　谷　屋 ６５－０００９

その他 沢　　　村 ６５－００３１

翠  嶺   館 ６４－０１３８ ５，２５０円～ その他

ﾌﾟﾁﾎﾃﾙSHOBU ６４－０８０２ ６，０００円～ 大　和　屋 ６５－０００８ ５，２５０円～

ｹﾞｽﾄﾊｳｽ一休（素泊まり） ６４－０２１２ ４，０００円～ 花　　　子 ６５－０８７５ ５，５００円～

※９月１２日（土）の夜には洞川温泉地区で３５００個のローソクが境内を埋め尽くす「龍泉寺燈花会」が開催されま
すので、皆さんお楽しみ下さい。
※エクスカーション「山伏一日修行」をご希望の方は、「洞川温泉旅館組合加盟１１軒」の内でご予約下さい。

４，７２５円～

西部地区

４，７２５円～

４，７２５円～

７，０００円～

天川村内旅館・民宿一覧表　《市街局番　０７４７》

※山伏一日修行をご希望の方は赤囲いの旅館をご予約下さい。

※第１０回源流シンポジウムへご参加の皆様で宿泊をなされる方は、大変ご面倒ですが、直接上記の宿泊施設に
ご予約いただきますようお願いいたします。
   尚、本表に記載の宿泊料金はシンポジウム当日（１２日）の宿泊（１泊朝食付き）を掲載いたしております。
　 また、都合により相部屋となる事がございますので、予めご了承下さい。

７，０００円～

７，０００円～

７，０００円～



　

　

中央地区

西部地区

洞川温泉地区

シンポジウム：天川小学校
交流会会場：天川村山村開発センター

洞川温泉地区
　シンポジウム会場から車で約１０分の
距離の温泉旅館街

中央地区
　上流部についてはシンポジウム会
場から車１～２分の距離にあり、下流
部については車で５分程度の距離と
なっております。

西部地区
　シンポジウム会場から車で約１５分
から３０分の距離に点在

天河大辯財天社

山上ヶ岳（大峯山）

弥山（天河神社奥宮）

八経ヶ岳（近畿最高峰）
明星ヶ岳

天川村宿泊施設案内図

 中央地区　下流部〈民宿〉
  　　《市街局番　０７４７》
民宿（天河弁財天周辺）
 ●今　　西   ６３－０５１４
 ●本家柿坂　 ６３－０００３
 ●民宿名迫　 ６３－０６０４
 ●び　　わ　 ６３－０５５６
 ●井　　頭　 ６３－００１７
ﾍﾟﾝｼｮﾝﾐﾙｷｰｳｪｲ ６３－０８００
　　　　　　　　　　　　　　（６，５００円）

宿泊お申し込みについては、表中の施設にご自分で御連絡いただきますようにお願い申し上げます。

　エクスカーション：①大峯山山伏一日修行を
お申し込みの方は洞川温泉地区の温泉旅館
をお申し込み下さい。
　また、④「座学」のご希望の方も洞川温泉地
区でご宿泊をご希望下さい。

 西部地区〈民宿〉
  　　《市街局番　０７４７》
●大　谷　屋　 ６５－０００９
●沢　　　村　 ６５－００３１
　大　和　屋　 ６５－０００８
              　　  (５,２５０円）
　花　　　子　 ６５－０８７５
              　　 （５,５００円）

　洞川温泉地区〈民宿等〉
  　　《市街局番　０７４７》
◆喜　　　 楽　 ６４－０５１０
◆あ き た や　 ６４－０５１７
◆石 楠 花 荘　 ６４－０５５５
◆尾　の　 屋 　６４－００５７
◆お か む ら 　６４－００５６
　翠  嶺   館   ６４－０１３８
                　　 (５,２５０円）
　ﾌﾟﾁﾎﾃﾙSHOBU   ６４－０８０２
　　　　　　　　　　（６,０００円）
　ｹﾞｽﾄﾊｳｽ一休　 ６４－０２１２
　　　　　　　　　　　（４，０００円素泊ま
り）

　洞川温泉地区　〈温泉旅館〉
  　　《市街局番　０７４７》
　旅館組合加盟11軒
◎紀の国屋甚八　６４－０３０９
◎光緑園 西清　 ６４－０３０６
◎西      儀　  ６４－０３３９
◎角      甚 　 ６４－０３３６
◎久  保  治 　 ６４－００１８
◎花屋徳兵衛 　 ６４－０８７８
◎あたらしや    ６４－００４５
◎丸 文 旅館　  ６４－００１３
◎さ  ら  徳　  ６４－００３３
◎奥      村　  ６４－０３１１
◎桝      源　  ６４－０３１６
◎い  ろ  は　　６４－００３８
◎大  豊  館　　６４－０６２３
◎柳      屋　  ６４－０６２１
◎一      丸　  ６４－００３０

中央地区上流部
　〈一般旅館・民宿〉
  　　《市街局番　０７４７》
旅館（川合）
◆弥 仙 館　 ６３－００１８
◆前平旅館　 ６３－００１０
民宿（川合周辺)
●民宿もり　 ６３－０３５３
●山 風 荘 　６３－０５１８
●畠　　中　 ６３－００２６
●民宿あおば ６３－０４７８
天川ﾕｰｽﾎｽﾃﾙ　６３－０１５４
　　　　　　　　　（４,６００円）



　第１０回全国源流シンポジウムにご参加いただきまして誠に有難うございます。
　天川村の集落は洞川温泉、中央、西部の概ね３地区に分かれており、宿泊施設についても３地区に分散しておりますこと
から、宿所のお申し込みについては大変お手数をおかけしますが、宿泊施設案内図に記載の各宿泊施設の中からご希望
の施設を選択されて個人で直接ご予約いただきますようお願いいたします。
　尚、お申し込みの際は「源流シンポ」の参加者である旨をお伝え下さい。
※翌日のエクスカーションで「①山伏一日修行」をお申し込みの方は必ず「洞川温泉旅館組合加盟１１軒」に宿所をお申し込
み下さい。
　また、洞川エコミュージアムセンターで実施する「④座学」をご希望の方も、洞川温泉地区での宿泊が便利です。
※源流の集い終了後、洞川温泉地区では３,５００個のローソクが、夜の夜長をほのぼのと彩る「龍泉寺燈花会」が幻想的な
雰囲気の中、参加者の皆様をお迎えいたしております。燈花会をご覧になられる方は洞川温泉地区の宿泊施設をお申し込
み下さい。

※　シンポジウム当日の宿泊については、基本的に一泊朝食付きの料金で設定いただいております。
　　 前泊あるいは後泊なされる方も、シンポジウムの参加者であるとお伝えいただきお申し込み下さい。

<洞川温泉地区>　（シンポジウム会場から車で約１０分程度）
◎洞川地区温泉旅館：（１泊朝食）７,０００円
◆洞川地区旅館：（１泊朝食）７,０００円
　 洞川地区：プチホテルSHOBU（１泊朝食）６，０００円　ゲストハウス一休（１泊素泊まり４，０００円）

<中央地区>　（シンポジウム会場から車で約１分～５分程度）
◆中央地区：旅館（１泊朝食）７,０００円
●中央地区協定民宿：（１泊朝食４，７５０円）
　 中央地区：上流部　天川ユースホステル（一泊朝食４，６００円）
　 中央地区：下流部　ペンションミルキーウェイ（一泊朝食６．５００円）
　
<西部地区>　（シンポジウム会場から車で１５分から３０分程度）
●西部地区協定民宿：（１泊朝食４，７５０円）
　 西部地区：大和屋（一泊朝食５，２５０円）　花子（一泊朝食５，５００円）
※各宿泊施設とも、お申し込みの人数により相部屋となる事がございますので予めご了承下さい。

　　　　「第１０回全国源流シンポジウム」宿泊申し込み要領



 

 

 

 

 

新幹線利用の場合 
関東方面より・・・・新幹線京都駅下車～近鉄橿原線～橿原神宮前駅～乗換え～吉野線下市口駅下車→奈良交通バス天川川

合下車 
 
西日本方面から・・・新幹線新大阪下車→地下鉄御堂筋線難波駅下車→近鉄難波駅→大和八木駅乗換え→橿原神宮前駅 
          ～乗換え～吉野線下市口駅下車→奈良交通バス天川川合下車  
 
飛行機ご利用の場合 
大阪空港（伊丹）・・・空港リムジンバス→あべの橋→徒歩２分→近鉄阿倍野橋駅→近鉄特急→吉野線下市口駅下車→ 
            奈良交通バス天川川合下車 
関西空港（関空）・・・関空→JR 関空特急→天王寺駅→徒歩１分→近鉄阿部野橋駅→近鉄特急→吉野線下市口駅下車→ 
           奈良交通バス天川川合下車 
 

シンポジウム会場 
 「天川小学校体育館」 
源流の集い会場 
 「天川村山村開発センター・役場」 
※お車の方は天川村役場駐車場をご利用下さい。 




